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雲仙市における農地整備事業（畑地帯担い手育成型）の効果事例【参考】
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○ 雲仙普賢岳の噴火による葉菜類への降灰被害により、根菜類を中心とした作付体型に変更。
○ 昭和40～50年代に整備した畑かん施設の更新整備とあわせ、区画整理を行い、効率的な営農の基盤を整備。
○ JAを中心に、品質向上や安定出荷に取り組み、市場からも評価の高い一大産地を形成。

生産基盤整備により根菜類の一大産地の形成（三会原地区） 【長崎県･島原市】

【完了地区】
県営畑地帯総合整備事業(H14 H25)
三会原第１地区(H14 H19) 35.5ha
三会原第２地区(H20 H25) 34.4ha

取組内容

畑かん施設、区画整理

三会原地域全体の
基盤整備の構想の作成

全体整備構想の作成

取 組 前
老朽化した畑かん施設・
不整形なほ場による営農

【営農規模】49.7ha
【 作 目 】にんじん 22.0ha

だいこん 22.0ha 等

三会原第１地区

【営農規模】 51.0ha

三会原第２地区

【作付面積の増加】

取 組 後 の 効 果
完了地区における効率的な営農による農業所得の向上

【営農規模】66.7ha
【 作 目 】

にんじん 32.1ha
だいこん 6.5ha
しょうが 5.5ha
はくさい 9.1ha     等

三会原第１地区
【営農規模】 66.0ha
【 作 目 】
にんじん 28.8ha
だいこん 8.9ha
しょうが 5.4ha
レタス 2.6ha 等

三会原第２地区

しまばら

三会原第２地区(H20 H25) 34.4ha
【継続地区】
農業競争力強化基盤整備事業(H24 )
三会原第３地区(H24 ） 87.8ha
三会原第４地区(H28 ) 111.9ha

・農山漁村活性化プロジェクト交付金
（H23 24）

・処理能力：70ｔ/日

にんじん洗浄選別施設の更新

・経営体育成支援事業、県単独事業、
その他（H12頃 ）

にんじん収穫機の導入（任意団体、個人）

● 昭和40年から50年代に整備した
畑地かんがい施設が老朽化
（負担金の問題から、区画整理は
見送り）

● 不整形なほ場、狭小な耕作道
● 平成２年から平成８年に渡る雲仙
普賢岳の噴火による降灰により葉
菜類への被害が拡大

【営農規模】
【 作 目 】にんじん 15.0ha

だいこん 7.8ha
しょうが 2.9ha
レタス 1.8ha 等

降灰の除去
降灰の除去

【耕地利用率の向上】
○ 三会原第１地区：耕地利用率 146％ → 210％
○ 三会原第２地区：耕地利用率 144％ → 199％
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【長崎県･島原市】

【営農の省力化、出荷体制の強化】

生産基盤整備により根菜類の一大産地の形成（三会原地区） 【長崎県･島原市】

【にんじんの散水状況】 【にんじんの収穫状況】

にんじんの産地化

生産基盤整備（区画整理、畑地かんがい）およびその後の取組みによる効果

基盤整備によって農業経営の基盤が強化
されるようになり、農業後継者に嫁ぐ女性
が増加傾向となり、園児数が一桁代にまで
減少し、存続が危ぶまれていた地域の保育
所の園児が増加

【地域の保育園児の増加】

その他の波及効果

降灰の除去

【にんじん洗浄状況】 【にんじん選別状況】

（ＪＡ島原雲仙北部地区）

●産地規模の拡大
栽培面積 153ha（H23）⇒ 174ha（H26）【14％増】
出荷量 5,724t（H23）⇒ 7,455t（H26）【30％増】

●担い手の確保
部会員数 124戸（H23）⇒ 146戸（H27）【1.2倍】

（うち後継者あり 71戸）

（園児数 H28:17名）

【地区の小学校生徒数が増加傾向】
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Ｈ29～Ｈ33 長崎県の農地基盤整備（区画整理）事業 予定位置図

向月（田）
A=22ha
大野（田）

事業予定地区（畑）

凡 例

事業予定地区（田）

事業実施中 （畑）

面積(ha)

880
216
683

駄野（田）
A=65ha

A=51ha
正久寺（畑）

A=90ha
面高（畑）

長田東部（畑）

A=19ha
鈴田・内倉（畑）

向月（田）
A=14ha

A=23ha
宮長（畑）

A=22ha

木田（田）
A=25ha

事業実施中 （畑）

事業実施中 （田）

683
160

（H29新規は予定地区に含む）

A=51ha

A=28ha
下岳（畑）

A=90ha

A=52ha
長田東部（畑）

A=14ha
小迎（畑） A=34ha

宮田（畑）

A=95ha
松崎（畑）

A=124ha
払山・出口（畑）

寺脇（田）
A=57ha

木田（田）
A=25ha

A=50ha
飯盛南部後田

A=28ha
下岳（畑）

A=114ha
桃山田（畑）

A=46ha
岡南部（畑）

A=80ha
津波見（畑）

A=30ha
馬場（畑）

A=95ha
松崎（畑）

A=33ha
中原（田）

A=30ha
富江第１（畑）
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